
 

リニア駅周辺整備の検討状況について 

 

飯田市リニア推進部リニア整備課 
 

１ これまでの経緯 

（１）基本構想策定（平成 27 年６月）→ 基本計画策定（平成 29 年６月） 

→ 基本設計，「飯田・リニア駅前空間デザインノート」とりまとめ（令和元年 12 月） 

（２）実施設計（土木施設関係）への着手（令和２年３月） 

①土木施設の設計（道路・交通広場・駐車場・交流広場・調整池・造成（擁壁含む）） 

建築施設の検討（大屋根の構造形式・法規制に関する事項・木材加工調達に関する事項他） 

  ②実施設計作業と並行して、デザインノートの内容の具現化に向けた必要な機能を検討するため以下の３

つのプロジェクトを設置し、そこでの成果を実施設計に落とし込んでいく。 

・次世代インフラ PJ    ：【交通】【未来】の具体化 （設計方針１・５関係） 

・トータルデザイン PJ  ：【居場所】【風景】の具体化（設計方針２・３関係） 

・ブランドクリエイト PJ ：【いざなう】【仕組みづくり】の具体化（設計方針４関係） 
 

２ 検討状況の報告 

（１）「市民向け検討内容報告の場」 

・３つのプロジェクトで検討を進めてきている状況を「市民向け検討内容報告の場」で報告を行う。 

・開催方法：リニアに関する関心が高まるよう、コロナの県の警戒レベルに応じて、動画配信や報告会の

オープン開催などの開催方法を検討中。 

・各ＰＪにおける報告内容（検討状況の説明） 

○次世代インフラプロジェクト 

・モビリティ関係：ＭaaＳ,駐車場,交通広場等のトランジットハブとしての機能の整理など 

・エネルギー関係：駅周辺のエネルギーエリア構築に向けたシステム検討など 

○トータルデザインプロジェクト 

・「デザインガイドライン」：「結いの広場」のコンセプトの整理、デザイン検討の展開など 

○ブランドクリエイトプロジェクト 

・公民連携の仕組みづくり：駅前広場を中心とする運営・管理における公民協働の意義など 
 

（２）「意見交換の場」 

・「市民向け検討内容報告の場」の開催後、多くの市民から意見をうかがうことができるよう、１ヶ月程

度の期間でサイト、メール、出前講座等による意見募集を行い、その内容を踏まえて「意見交換の場」

を開催する。また、次のステップである事業実施フェーズに向けた新たな仕組みと体制の構築を行うた

めの起点と位置付ける。 

（３）今後の進め方の概要 

①１st STEP ３つのＰＪの成果を「市民向け検討内容報告の場」で公表 

②２nd STEP 意見募集（サイト・メール）・意見聴取（出前講座等）（１ヶ月程度） 

③３rd STEP 募集・聴取した市民の意見を踏まえた「意見交換の場」の開催 

④４th STEP 市民の意見を踏まえた実施設計（土木関係）の公表 

⑤これまでの各ＰＪの検討内容を実装化するための新たな仕組みの構築に向けた検討 

事業全体を取りまとめながら事業推進を担っていく組織の設置 

公民連携に向けた事業展開の構築と活動の展開 などを進めていく。 
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